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　量子力学は、微視的世界の現象を説明し、予測する理論として成功したが、一方、その

基礎をなす量子測定に関する一般理論の構築は、草創期以来の課題であった。とりわけ、

ハイゼンベルグの不確定性原理には、量子状態の揺らぎに関する不等式と測定精度に関す

る不等式の2種類の異なる定式化の間の混同が流布し、測定精度に関する不等式の不備が

明らかになってきた。

　本研究では、量子測定の数学的定式化を確立し、量子測定に関する一般理論の構築に世

界で最初に成功した。更に、測定精度に関するハイゼンベルグの不等式に替えて、新しい

不等式（小澤の不等式）を提案し、その理論により普遍的正当性を証明した。

　本研究により、量子測定理論を基礎とする量子情報の理論的研究が可能になり、量子コ

ンピュータによる高速計算や量子暗号など守秘性の高い通信を実現する量子情報技術の理

論的解明が進展し、関連する量子制御技術の飛躍的発展を促した。

　本成果は、科学技術の根幹をなす量子力学における基本原理の不備を明らかにして、そ

れに替わる普遍的に正しい定式化を明らかにしたことにより、長い歴史を持つ基礎科学の

進歩に寄与することが期待される。
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